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～もりもり勉強 とっても元気 みんな仲良し やろうよ宝積～ 

本 宮 日 記 
校訓 「宝積

ほうじゃく

」 ～人に尽くして見返りを求めない～ 

7 月 23 日（木）に 1 学期終業式を行い、72 日間の 1 学期が終了しました。大きな行事としては、全校
で取り組んだ大運動会、高学年の活躍が輝いた陸上記録会など、子供たちの大きな成長が見られた充
実した 1 学期となりました。 

終業式では、まず２ ６ という数字を見せて、「これは何の数字だと思いますか。」と聞いてみました。これ
は、昨年の夏休みの日数です。続いて、今年の夏休みの日数３ １ を見せました。今年は、昨年よりも５日長
い夏休みとなります。子供たちには、1 つだけお願いをしました。本宮小学校の校訓は「宝積（ほうじゃく）」
です。「人に尽くして見返りを求めない」という意味で、子供たちは普段からいろいろな場面でこの「宝積」
につながるような行動ができています。今年は、31 日間という長い期間、家族と過ごすことになります。ぜ
ひ、家族のために「宝積」につながる行動をしてほしいと話しました。そして、普段は挑戦できないようなこ
とにも積極的に取り組んでもらいたいと思います。 

2 学期のスタートは、8 月 24 日（月）の始業式です。 
子供たちと元気に会えることを楽しみにしています。 
充実した夏休みにしてほしいと思います。 
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７月１３日（月）に税理士の菊地克昌先生をお招きして、６年生の租税教室を行いました。税
金の種類や仕組み、その大切さについて、クイズ形式で子供たちに考えさせながら分かりやすく
教えていただきました。 

興味深かったのが、途中でこのような問題がありました。年収の違う３人の人から９０万円の
税金を集めるには、どの人からいくら税金を納めてもらえばよいか、という問題です。年収が A さ 

んは６００万円、B さんは３００万円、C さん
は１００万円という設定です。３クラスで回
答が違っていて面白かったです。１組の回
答が、年収の割合と同じ６：３：１になるよう
にするという一番数学的な考え方のように
思いました。２組、３組のように、ある程度き
りのよい数字に設定するという考え方もあ
ると思います。菊地先生からも「正解はあり
ません」との説明がありました。改めて税金
について考えるよい機会となりました。 

校長室の窓から 
（子供は急いで変えると・・・・・・・・・） 
 「子供は急いで変えると○○○」この最後にどんな
言葉が入ると思いますか。これは、私が 30 代の頃に
読んだ有田和正氏の「1 年担任の実力と責任」（明治
図書）という著書の中にあった言葉です。有田氏は日
本を代表する社会科教育・授業研究の実践家として有
名な先生です。この著書の中に、次のような一節があ
ります。 
 
 わたしがこれまで担任した一年生の中には、必ずい
ろいろな「侍」がいて、楽しませてくれた。朝、登校
してくると、通り道になっている隣のクラスの中を通
り、そこら辺りにいる子どもの頭をコツンコツンとた
たいてから自分の教室にくる。自分の教室に入ると、
近くにいる子どもをなぐるか、けるかしながら自分の
席に着く。（中略）さて、どんな手をうてばよいか、
と考えた。ちょっと手をやきそうだが、それだけに楽
しみがある。楽しみは、ゆっくり味わった方が得であ
る。だから、急いで指導してしまうともったいない。
そこで、わたしの指導計画は「七月までに何とか直す」
ということにした。つまり、一学期間くらい、この子
に楽しませてもらいたいと考えた。 
 子どもは、急いで直すと、すぐもとにもどる。 
と、これまでの体験からいえる。 
 
 この言葉は、私の指導に対する考え方にかなり大き
な影響を与えました。子供を本当の意味で変えるには
一定の期間が必要です。表面的な部分だけ直そうとす
ると、結局もとに戻ってしまうという意味だと思いま
す。子供たちが自分で考えて正しい判断や行動ができ
るように、時間をかけて指導していきたいと考えてい
ます。 

 ７ 月 １ ６ 日 （ 木 ） 本 宮 小 学 校 プール納 めの
日 に、６ 年 生 が着 衣 水 泳 について学 びまし
た。服 を身 につけたまま水 に入 ってしまうよう
な 状 況 に な っ た とき、 ど の ように な るの か 体
験 的 に学 びました。 
 この日 の学 習 課 題 は「 水 に落 ちた時 の、命
の守 り方 を身 に付 けよう」 というものでした。
「 自 分 が落 ちたときの訓 練 」 「 落 ちた人 を発
見 し た 場 合 の 訓 練 」 「 水 中 で の 行 動 の 困
難 を 体 験 」 と い う 順 番 で 学 習 し て い き ま し
た。最 後 は、大 切 なまとめとして「 無 理 をしな
い。過 信 をしない。浮 いて助 けを待 つ。」 とい
うことを確 認 して今 年 度 の水 泳 学 習 を終 了
しました。 


